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SBI岡三アセットマネジメント株式会社

当社投資信託の基準価額の下落について

2026年11月6日

以下の当社投資信託の基準価額が大きく下落しましたので、お知らせいたします。

◼ 基準価額および前営業日比（11月6日現在）

※前営業日比（％）は、分配金がある場合、分配金を加算して算出した騰落率
（注）インデックス型ファンド、DCファンドを除く

受益者の皆様へ

基準価額 前営業日比 前営業日比

（円） （円） （％）
※

世界半導体関連フォーカスファンド 25,126 -3,626 -12.61

アジア半導体関連フォーカスファンド ライジング・セミコン・アジア 19,490 -2,437 -11.11

グローバル仮想世界株式戦略ファンド フューチャーメタバース 27,380 -2,870 -9.49

次世代AI株式戦略ファンド 11,508 -1,148 -9.07

ＳＢＩ岡三　ＮＡＳＤＡＱ　ＡＩアクティブファンド 13,368 -1,055 -7.31

米国バイオ＆テクノロジー株オープン 10,305 -763 -6.89

ニュートン・量子技術関連株式ファンド クアンテック 8,710 -628 -6.73

米国ネクストビジョンファンド（為替ヘッジなし） 17,782 -1,244 -6.54

次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 27,257 -1,893 -6.49

米国ネクストビジョンファンド（為替ヘッジあり） 10,329 -691 -6.27

次世代モビリティオープン（為替ヘッジあり） 16,201 -1,072 -6.21

米国株アクティブ・グロース戦略ファンド／ＪＰモルガン・米国グロース株式・アクティブＥＴＦ 16,453 -1,080 -6.16

新経済成長ジャパン 15,581 -989 -5.97

アメリカ国家戦略関連株ファンド 13,192 -818 -5.84

日本グロースオープン 8,956 -544 -5.73

インフラ関連日本株式ファンド インフラレボリューション 19,308 -1,164 -5.69

日本バリュースターオープン 経営進化論 12,913 -777 -5.68

日本連続増配成長株オープン 9,343 -551 -5.57

日本ＥＳＧオープン 絆(きずな） 11,592 -682 -5.56

日本ニューテクノロジー・オープン 地球地点 27,880 -1,611 -5.46

インフラ関連好配当資産ファンド（毎月決算型）（豪ドル投資型） インフラ・ザ・ジャパン（豪ドル投資型） 21,869 -1,248 -5.40

ニッポン国家成長戦略ファンド 8,146 -463 -5.38

米国マイクロキャップ株式ファンド 15,467 -878 -5.37

日本好配当リバランスオープン 15,522 -876 -5.34

中小型成長株オープン スモール・モンスターズ・ジャパン 49,743 -2,784 -5.30

日本好配当リバランスオープンⅡ 13,353 -732 -5.20

ファンド名 愛称
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◼ 基準価額の主な変動要因

【AI規制強化への懸念などから株式市場は大幅に下落】

5日のアジア株式市場では、米中間選挙で民主党が上下両院で多数派を獲得したことを受け、AI規制の強化な
どによりデータセンター建設が抑制されるとの警戒感が強まり、AI向け需要拡大の期待から上昇してきた半導体
関連株に売りが膨らみました。同日の米国株式市場においても、AI・半導体関連株が大幅安となり、フィラデル
フィア半導体株指数は12％超の下落となりました。その流れを引き継いだ本日6日の日本株式市場もほぼ全面安
の展開となり、TOPIX（東証株価指数）は前営業日比で6％近い下落となりました。

【主な指数の動き】

（出所）BloombergデータよりSBI岡三アセットマネジメント作成

　　　　騰落率

 　　　　 （％）  

フィラデルフィア半導体株指数 10,268.65 9,011.14 -12.25

ナスダック総合指数 25,736.51 24,315.00 -5.52

韓国総合株価指数 5,683.80 5,383.80 -5.28

台湾加権指数 42,948.91 41,574.72 -3.20

11月5日11月4日指数

　　　　騰落率

 　　　　 （％）  

日経平均株価 61,077.90 57,434.77 -5.96

TOPIX（東証株価指数） 3,940.39 3,707.99 -5.90

指数 11月5日 11月6日
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(2026年10月末現在)

留意事項

＜本資料に関するお問合わせ先＞
電話番号 03-3516-1300 （9:00～17:00 土・日・祝祭日・当社休業日を除く）

商号：SBI岡三アセットマネジメント株式会社
SBI岡三アセットマネジメント株式会社は、金融商品取引業者として投資運用業、投資助言・代理業および第二種金融商品取引業を営んで
います。登録番号は、関東財務局長（金商）第370号で、一般社団法人資産運用業協会に加入しています。

SBI岡三アセットマネジメントについて

■投資信託は、株式や公社債など値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合は為替リスクがあります。）に投資しますので、基準価
額は変動します。従って、投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあ
ります。

■投資信託は預貯金と異なります。投資信託財産に生じた損益は、すべて投資者の皆様に帰属します。

■投資信託のお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。
■投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
また、登録金融機関が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

■ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場
合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクが
あります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金申込みの受付が中止となる可能性、換金代金の支払いが遅
延する可能性があります。 

■投資信託の収益分配は、各ファンドの分配方針に基づいて行われますが、必ず分配を行うものではなく、また、分配金の金額も確定した
ものではありません。分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額
相当分、基準価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合があるため、分配金の水準は、必ずしも
計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。また、投資者の購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質
的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかっ
た場合も同様です。

■お客様が購入時に直接的に負担する費用
購入時手数料：購入金額 （購入価額×購入口数） ×上限3.85％（税抜3.5％）

■お客様が換金時に直接的に負担する費用
信託財産留保額：換金時に適用される基準価額×0.3％以内

■お客様が信託財産で間接的に負担する費用
運用管理費用（信託報酬）の実質的な負担 ：純資産総額×実質上限年率2.046％（税抜1.86％）

 ※実質的な負担とは、ファンドの投資対象が投資信託証券の場合、その投資信託証券の信託報酬を含めた報酬のことをいいます。
      なお、実質的な運用管理費用（信託報酬）は目安であり、投資信託証券の実際の組入比率により変動します。          

■その他費用・手数料
監査費用：純資産総額×上限年率0.0132％（税抜0.012％）

   ※上記監査費用の他に、有価証券等の売買に係る売買委託手数料、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、   
海外における資産の保管等に要する費用、受託会社の立替えた立替金の利息、借入金の利息等を投資信託財産から間接的にご負
担いただく場合があります。
（監査費用を除くその他費用･手数料は、運用状況等により変動するため、事前に料率･上限額等を示すことはできません。）

●お客様にご負担いただく費用につきましては、運用状況等により変動する費用があることから、事前に合計金額若しくはその上限額又
はこれらの計算方法を示すことはできません。

投資信託のリスク

留意事項

お客様にご負担いただく費用

＜本資料に関してご留意いただきたい事項＞

■上記のリスクや費用につきましては、一般的な投資信託を想定しております。各費用項目の料率は、委託会社であるSBI岡三アセッ
トマネジメント株式会社が運用する公募投資信託のうち、最高の料率を記載しております。■投資信託のリスクや費用は、個別の投資
信託により異なりますので、ご投資をされる際には、事前に、個別の投資信託の「投資信託説明書（交付目論見書）」の【投資リスク、手
続 ・手数料等】をご確認ください。

■本資料は、投資環境に関する情報提供を目的としてSBI岡三アセットマネジメント株式会社が作成したものであり、特定のファンド
の投資勧誘を目的として作成したものではありません。■本資料に掲載されている市況見通し等は、本資料作成時点での当社の見解
であり、将来予告なしに変更される場合があります。また、将来の運用成果を保証するものではありません。■本資料は、当社が信頼
できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■投資信託の取得の申込みに
当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただ
きますようお願いします。
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